
■計画の区域 積丹町全域

積丹町地域公共交通計画
（令和５年度～令和９年度）

積丹町では路線バスである積丹線のうち美国－余別間の廃止が決定しており、町内の移動手段の確保が喫緊の解決すべき問題と
なっています。このような背景のもと、路線バス、診療所・温泉送迎バス、ハイヤーなどの既存の移動手段の維持に加え、公共交
通の不便な地域に対する新たな交通手段導入を含めた総合的な公共交通体系のあり方を検討してきました。
検討結果を踏まえて、国等からの支援制度を活用しながらも持続可能で地域住民や観光客等から利用され続ける公共交通体系の

構築を目的に「積丹町地域公共交通計画」を策定します。

持続可能な公共交通体系の構築による地域住民・観光客の効率的な移動支援

既存輸送資源を最大限活用することによる輸送の効率化、新たな公共交通の導入や広域交通との連携により、国等からの支援制度を活用して、持続可能な地域の輸送手段を確保します。また、積丹町では観
光需要が高く、現状においても公共交通によって来訪される方が多いことから、積丹線が短絡化した場合にも観光客の受け入れ態勢の質の低下を防ぎ、さらなる機能強化を図る必要があります。
そのため、住民の足の確保のみならず、積丹町の資源を活かして観光客の需要にも対応した公共交通体系の構築により、地域活性化にも寄与する効果的な移動支援を実現します。

■基本方針

課題の整理現状・問題点

人口

地域性

人口減少・少子高齢化

広域分散型の公共交通

学校の分散配置

アフターコロナの観光振興

通学

観光

路線バスの一部廃止

公共交通空白地域における方向性検討

ハイヤー事業の確保

路線バス・ハイヤー

免許返納後にも移動できる手段の確保

将来、運転が困難な場合はバス利用

アンケート調査

積丹線の一部廃止に伴う問題点

低い公共交通の利用頻度

診療所･温泉送迎バスの活用方策の検討

スクールバスの確保・維持

その他輸送支援

財政負担が大きい

広域交通としての積丹線の利用

美国～積丹余別間の少ない需要

観光需要に応じた移動支援

バス乗降調査

低頻度利用の移動支援

既存の交通体系のサービスの維持

利用促進による利用者の確保

意見交換会

路線バス(積丹線・代替交通)の維持・確保

・需要の少ない美国ー余別間の代替交通の検討
・予約運行による効率的なサービスの提供
・国等の支援のもとで効率的な運行が必要

既存輸送手段を活用した持続可能な公共交通の検討

・スクールバスや福祉有償運送の確保・維持
・診療所・温泉送迎バスの有償化と機能強化

美国地区における乗継しやすい時間調整

・余市、小樽方面への移動は美国ー余別間廃止に
伴い、美国を拠点とする乗り継ぎが発生
・乗り継ぎしやすい時間や運賃体系の検討

既存路線の空白地域における移動手段の検討

・神岬地区や丸山地区等における移動支援策の検討
・美国―余別間の代替交通の運行に合わせた運行
エリアの拡大検討

評価指標①：積丹線の町内利用者数
現況（令和３年度）４３，３０９人/年 目標（令和９年度）４３，３００人/年

評価指標②：代替交通の利用者数
令和５年１０月運行開始 目標（令和９年度）１４，３００人/年

評価指標③：スクールバスの運行維持
現況（令和３年度）－（運行中） 目標（令和９年度）運行を維持

評価指標④：福祉有償運送の運行維持
現況（令和３年度）－（運行中） 目標（令和９年度）運行を維持
※今後代替交通の運行が具体化した段階で収支率や公的資金投入額を位置づけ予定

自由度の高いハイヤーの維持

・輸送手段として最も自由度の高いハイヤーの維持方
策の検討
・限られた資源における改善方策の検討

観光需要に応じた輸送手段の検討

・観光地・宿泊地・飲食店等をめぐる観光需要の確保
・受け入れ環境の整備による経済効果の発現

町民・観光客が理解し、維持し続ける移動手段の確保

・公共交通利用への積極性の不足
・公共交通利用への誘導策の設定
・回数券等の利便性向上策
・観光客の利便性向上策

基本目標２ 輸送手段の役割の明確化と経営の改善

施策⑤ 福祉有償運送の継続による要介護者のための優しい交通の維持・確保
施策⑥ スクールバスの継続による小・中学生の輸送手段の維持・確保
施策⑦ 診療所・温泉送迎バスの有償化と目的地の拡充による持続可能な移動手段

の確保
施策⑧ ハイヤーによる公共交通空白地域・空白時間帯の輸送に係る検討

基本目標４ 利用促進による持続可能な移動支援

施策⑪ バスマップや時刻表、乗り方などを掲載した情報発信ツールの作成
施策⑫ 住民意見交換会等による意見抽出

基本目標３ 観光需要に応じた移動サービスの提供

施策⑨ 神威岬等の観光地や宿泊・飲食施設などをつなぐ観光交通需要に応じた輸
送手段の確保

施策⑩ 乗り放題チケット、サポーター制度など観光目線でのマーケティングを検
討

施策① 毎日の少ない需要に応じた小規模輸送による定時運行の確保
施策② 利用頻度の少ない時間帯における予約運行などの適用による既存資源を活

用した持続可能な交通体系の検討
施策③ 新たな公共交通と積丹線相互の乗継しやすい時刻の設定
施策④ 地域間幹線系統の維持

基本目標１ 町内輸送手段の維持・確保

基本目標

積丹町地域公共交通活性化協議会がＰＤＣＡサイクルによって評価・検証を行うことに
加え、行政や交通事業者のみならず地域住民による参加など、それぞれが主体的に実施する
ことで持続可能な公共交通網を構築する。
毎年評価・検証を行いながら、計画期間中においても必要に応じて見直しながら、継続

的に公共交通に係る事業を推進する。

■計画の推進体制

■評価指標及び数値目標


